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1 は じ め に

超音波を利用して牛の生体内部を観察する装置の開発が

進められてきたが,産内形質の推定には計測精度の点で解

決を要する問題点が多い。

ここでは超音波測定装置 (カ ラースキャニングスコーカ

を用い,牛の生体における月齢や発育過程と産肉性との関

連について検討したので報告する。

2試 験 方 法

は)測定部位
牛体における測定部位は第 7～ 8胸椎間と第13胸椎～第

1腰椎間とした。

(21 ロース志の推定

スキャニングスコープの画面上において,第 7～ 8胸椎

間ではロース芯の上層に僧帽筋,広背筋,背半きょく筋 .

菱形筋等があるため超音波が減衰し,明確なロース芯の画

像を得ることは困難であった。そのため,比較的識別 しや

すい周辺の筋肉の位置を参考に画面上に補助線を引いて ,

ロース芯の輪郭を推定した。補助線の引き方は第 1方式 ,

第 2方式,第 3方式の3と おりとした。引き方の詳細 は省

略する。

(3)脂肪交雑の推定

小堤ら
1)により脂肪交雑と相関が高いと報告されている

ロース芯中の青色 ドット割合を用いた。

3 試験結果及び考察

0)単相関の検討
表 1から表 3に ,3つ の方式での第 7～ 8胸椎間での推

定値と枝肉の実測値の相関係数を示した。第13胸椎～第 1

腰椎間での推定値と枝肉の実測値の相関係数は省略した。

皮下脂肪厚は第 1.第 2で同じ推定方法を用いたので表 2

では省略した。第 3方式ではロース芯面積を10耐と小さ目

にプロットしたので表 3では面積を省略した。

全体に皮下脂肪厚では06前後と比較的高い相関が認め

られたが,ロ ース芯面積では,相関は低かった。また,青

色 ドット割合と脂肪交雑のスコアとの相関関係は認められ

なかった。

(21 重相関の検討

つぎに,ロ ース芯面積,脂肪交雑評点に影響を及ばして

いると思われる肥育度指数や皮下脂肪厚など最大で17の変

量を説明変量として重回帰分析を行った。この結果重相関

係数は,ロ ース志面積については13の説明変量を用いた場

合に092(Pく D01),脂肪交雑については 6つ の説明変
量を用いた場合に079(P<001)であった。どの変量が
より大きく目的変量に影響を及ぼしているかということを

示している相対重要度をみると,ロ ース芯面積では表 4に

示したように第 3方式による第13胸椎～第 1腰椎間のロー

表 1 第 1方式の第 7～ 8胸椎間推定値と実測値の
相関係数

注 *:Pぐ)05,*ネ :Pく)01 以下同様。

表2 第 2方式の第 7～ 8胸椎間推定値と実測値の
相関係数

脂肪交雑

総   計
黒毛去勢

Fl去勢
ホル去勢

廃 用 雌

-005
-018
-073

023

002

表3 第 3方式の第 7～ 8胸椎間推定値と実測値の
相関係数

脂肪交雑

-025
-053
-054
0

-005

総   計
黒毛去勢

Fl去勢
ホル去勢

廃 用 雌

ロース芯面積 皮下1旨肪厚 1旨肪交雑

総   計
黒毛去勢

Fl去勢
ホル去勢

廃 用 雌

047・

073

034
-060
-019

062・

085

041

088

058

006

005
-077

002

038

049'

063

053

022

025

047・

046

007

099

070
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説 明 変 量 名

羅是落
式による第 7～ 8胸椎間のロース芯面積

憲畠経礎拒僣
る第13胸椎～第1腰椎間のロース

燿是落
式による第 7～ 8胸椎間のロース芯面積

注 相対重要度の高いものだけを示した。以下同様。

体 重

雫£客
式による第13胸椎～第 1腰椎間の青 ドッ

第 2方式による第 7～ 8胸椎間の青 ドット割合

第 7～ 8胸椎間の皮下脂肪厚推定値

胸 囲
胸 幅

表4 第 6～ 7胸椎間のロース芯面積実測値を推定す
るための説明変量とその相対重要度

表 5 第 6～ 7胸椎間の脂肪交雑評点を推定するため
の説明変量とその相対重要度

説 明 変 量 名

下,山部という)の前後に急に下がる (以下,谷部という)

事例が見られたことで,そ の中ではおよそ60%が山部の後

に谷部がくる事例であった。山部は黒毛去勢で22～ 24か月

齢程度,FI去勢では20か月齢程であった。谷部は黒毛去

勢の第 7～ 8胸椎間では山部の後およそ2か月後に現れ
,

第13胸椎～第 1腰椎間ではおよそ3～ 5か月後に現れる傾

向があった。山崎のによると脂肪交雑は月齢が進むにつれ

てある程度までは徐々に増加していくと報告されているが,

本試験では脂肪交雑と相関が高いとされる青色 ドット割合

が月齢が進んでも増減する可能性があることが示唆された。

一般に脂肪酸中の不飽和脂肪酸割合が高くなると融点が下

がり脂肪が柔らかくなるとされているが,善林
0)が まとめ

た報告の中でLeatら は,皮下脂肪中の脂肪酸組成割合は

月齢と共に飽和脂肪酸が減少し,不飽和脂肪酸は逆に増加

していくとしている。皮下1旨肪中の脂肪酸の組成割合と僧

帽筋やロース芯中の脂肪酸の組成割合は似通っているとい

われており,脂肪酸の質または融点,柔らかさなどが超音

波の感度に影響を及ぼしている可能性が考えられる。

4 ま と め

以上より,相関が比較的高かった皮下脂肪厚については

種雄牛の選抜や雌の育種改良面で利用が可能と考えられる。

しかし,現在最も強く求められている脂肪交雑の推定につ

いては高い相関は得られなかった。これは,超音波に対す

る脂肪酸組成や水分など化学的,ま たは物理的な影響があ

ることを示唆している。

今後,機器及び測定方法や解析方法の改良,データの蓄

積などによりこれらの点のより深い解明力河能と思われる。
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ス芯面積の推定値が479%と 影響の度合いが大きかった。

また,脂肪交雑では表 5に示したように胸囲が415%,第
7～ 8胸椎間の皮下脂肪厚の推定値が234%,第 3方式に
よる第13胸椎～第 1腰椎間の青 ドット割合が132%で あっ

た。以上より,ロ ース芯面積では第13胸椎～第 1腰椎間の

推定値を中心にした推定方法が効果的である可能性が示唆

された。脂肪交雑評点では同様に胸囲,第 7～ 8胸椎間の

皮下脂肪厚.第 3方式による第13胸椎～第1腰椎間の青ドッ

ト割合を中心にした推定方法が効果的である可能性が示唆

された。

13)青色 ドット割合の経時変化
つぎに,月 齢が進むにつれてこれらの値がどのように変

わるかを見るため,16カ 月齢から1な いし2か月ごとに経

時的に牛の各個体ごとのロース芯面積,皮 下脂肪厚,およ

び青色 ドット割合を測定した。27頭を調査したが,こ こで

は青色 ドットの経時変化についてのみ報告する。

全体として目だったことは青色 ドット割合のピーク (以
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